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2021年５月 27日 

第 34 回『第一生命サラリーマン川柳コンクール』ベスト 10 発表！ 

栄えある第１位はコロナ禍のサラリーマンの悲哀をユニークに表現した一句 

「会社へは 来るなと上司 行けと妻」 

 

 第一生命保険株式会社（社長：稲垣 精二）は、2020年９月から 10月にかけて、第 34 回『第一生命サラ

リーマン川柳コンクール』（以下、「サラ川（せん）」）を実施。全国から約６万句以上の作品が集まり、2021

年１月には全国優秀 100 句を発表しました。それらの作品を対象に 10 万名を超えるサラ川ファンの投票

により、ついにベスト 10が決定！ 

 今年はコロナ禍で上司と家族の間で板挟みになっているサラリーマンの悲哀をユニークに詠んだ作品

が見事グランプリを獲得しました！今や新たな生活様式の１つとして定着したテレワーク。出社不要とはい

え、良いことばかりでは無いようです。このご時世のサラリーマンの世知辛さを五・七・五で巧みに表現した

一句に「状況がイメージでき、クスッと笑えた。」といった共感の声が寄せられました。 

 その他にも、“Web 会議”や “特別定額給付金”をテーマにコロナ禍ならではの出来事をユニークに詠ん

だ作品もランクイン。また、日本中で話題となった人気アニメとかけて夫婦の関係性を詠んだ作品も多くの

支持を集め、見事ベスト 10入りを果たしました！ 
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■第 34 回サラリーマン川柳コンクール 全国投票結果（ベスト 10） 

 

■年代別でみるサラ川ベスト３！ 

 今回は新世代通信技術５G とかけて、職場の様子をユーモアたっぷりに詠んだ作品が全世代共通でベスト３

にランクイン。「上手い！面白い！」といったコメントが寄せられました。あらゆるものをつなぐ新技術５G。現在

は世界規模で導入が進められています。グローバル携帯事業者団体 GSMA は、2025 年までには世界人口

に対する５G回線カバー率は３割に達すると予測（図１）。今後の動向に注目が集まっています。また、夫婦の

関係性を人気アニメとかけて詠んだ川柳は 20代〜50代共通でベスト３入り。妻に頭が上がらない、そんな夫

の想いを詠んだ句は世代を超えて多くの共感を集めました。 

 

※インターネット経由の投票数を元に算出。 
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〈図１〉５G回線数の予測 

 

（出典）総務省「組織を『つなぐ』ことで生産性をもたらす ICT」 

 また、40代〜60代以上の世代では今年のグランプリ作品「会社へは 来るなと上司 行けと妻」が最も支持

を集める結果となりました。働き方改革の一環として、テレワークを導入する企業は増加傾向に。コロナの影

響で導入企業はさらに増え、テレワーカーの割合も年々増えています（図２）。特殊な状況で、突然始まったテ

レワーク。なるべく出社させたくない上司と会社で仕事をして欲しい家族、その両者の間で板挟みになっている

サラリーマンの姿を巧みに表現した一句は、グランプリにふさわしい作品と言えるでしょう。 

 

〈図２〉全就業者におけるテレワーカーの割合 

 

（出典）国土交通省 令和 2 年度テレワーク人口実態調査-調査結果の抜粋-より作成 
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第一生命ホームページでは、漫画家やくみつるさん・川柳作家やすみりえさんからの総評に加えて、ベスト

10作品の投票理由なども併せて発表しています。 

【第一生命サラリーマン川柳ホームページ】 

https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html 

 

■コロナに負けるな！「地元サラ川」協働取り組み先募集中！ 

 第一生命は全国 47都道府県や多くの市区町村と協定締結を推

進し、地域の課題解決に向けて、自治体と協働でより良い地域社

会づくりに取り組んでいます。その取り組みの一環として今年も

「地元サラ川（ジモサラ）」コンクールに取り組んでいただける自治

体のみなさまを募集します。「お国自慢」や「健康」「詐欺撲滅」な

ど、サラ川を通じて、地域が抱える課題への関心及び共感をいた

だくことで、解決に向けたお手伝いをします。昨年は、全国の自治

体や警察のみなさまと協働し、29,652句もの作品が寄せられ、コロ

ナ禍でも大きな盛り上がりを見せました。                 

 また、地元サラ川に応募された作品も全国ベスト 100句に入選。土地の名産や方言を盛り込んだユーモア

溢れる川柳で第 34回コンクールを盛り上げました。協働を希望される自治体のみなさまは、お近くの第一生

命までご連絡ください。 

【2020年度地元サラ川入選作品】 

https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/jimosara/index.html 
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※34位・53位・97位は同数のため同順位。 

※22位・29位・48位・50位・52 位は地元サラ川入選句。 

※川柳、雅号は、すべて応募者の表記にしたがっているため、一部当て字等での表記で掲載しています。 

※作品の著作権はすべて第一生命に帰属しています。無断での転載、使用はご遠慮ください。 

 

 

 

第 34回「第一生命サラリーマン川柳コンクール」の概要 

★2020年９月～10月実施 応募作品数 62,542句（2020年度地元サラ川応募数含む） 

★2021年１月～３月 投票数 101,149票 

 


